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外科的矯正治療において､Ⅹ線CTを使用することで､

顎顔面頭蓋を立体像として表示でき､三次元的な形状や

構造物間の位置関係などを明確に把櫨することができる
り

ようになった｡Mutohら は､Ⅹ線CTを用いて顔面

非対称患者の下顎骨の非対称性を三次元的にとらえ報告

している｡

顔面非対称症例では非対称性の改善が治療目標となる

が､完全には下顎骨を左右対称な形態にはできないため
2)

に治療方針の決定に苦慮している｡久木田ら は､顔面

非対動く症例に対 して､片側矢状分割術と片側骨休部切除
3)

術併用により､非対称の良好な改善が得られ､本間 ら

は､術後の安定性も良好と報告している｡この治療にそっ

た術後予測を従来のセファログラム分析や模型分析から

行うことは非常に難しい｡しかし､我々が開発 したⅩ線

CT像フイルムを用い､パーソナルコソビュータを用い
･1)

た外科的矯正治療のためのシミュレ-ショソ では､下

顎骨を自由に分割 ･移動させることができ､術後の下顎

骨形態を三次元で表示できる｡

外科的矯正治療のためのシミュレ-ショソは､図1に

示すような過程で行う｡

図1.外科的矯正治療のためのシミュレ-ショソの過

程データの作成､三次元再構築､シミュレ-ショ

ソ､三次元グラフィック表示から構成されている｡
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著しい下顎骨の非対称を有する Hemimandibular

elongationと診断された22歳男性での実行例を示す｡

シミュレ-ショソは､非対働くの改善と術後の安定性を

考慮して､右側では下顎枝矢状分割術を､左側では下顎

第一小臼歯部での骨休部骨切除術を想定した分割した｡

図2.術前の三次元グラフィックス

上 :簡易表示プログラムによる正面上方よりみた図

赤 :下顎骨､水色 :下顎の左右中切歯と左右第

一大臼歯､黄色 :上顎の左右中切歯と左右第一

大臼歯

下 :COSMOZONE 2SAによる正面上方よりみ
た図
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図3.シミュレーショソ後の三次元グラフィクス

左 :簡易表示プログラムによる正面上方よりみた囲

赤 :移動しない下顎骨部分､水色 :下顎の左右中切歯と左右

第一大臼歯､黄色:上顎の左右中切歯と左右第一大臼歯､緑 :

移動した下顎骨部分

右 :COSMOZONE 2SAによる正面上方よりみた図

その後､適度な overjetが得られ､上下顎第一大臼歯

の喫合状態と下顎左側第一小臼歯の分割部の接合状態を

模索して移動を決めた｡

図2は術前の下顎骨と上下左右の中切歯と第一大臼歯

の三次元グラフィックスである｡

図3はシミュレー トした三次元グラフィックスである｡

このように､術後の下顎骨形態を三次元でシミュレー

トでき､任意の方向から見た下顎骨の表示も可能であり､

術後の下顎骨形態を予測できるようになった｡

治療後の予測顔貌はいろいろな方法で行われているが､

三次元での骨形態の変化にあった予測顔貌のシミュレ-

ショソプログラムの開発に発展していく予定である｡
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